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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
日
、
七
月
十
一
日
は
一
九
六

六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に
、
広
島

市
議
会
が
原
爆
ド
ー
ム
を
永
久
に

保
存
す
る
と
決
議
し
た
日
だ
。 

こ
の
と
き
の
広
島
市
長
・
濱
井

信
三
は
決
議
の
背
景
を
、「
保
存
の

声
は
強
か
っ
た
が
反
対
す
る
意
見

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
私
を
強
く

動
か
し
た
の
は
『
戦
争
を
知
ら
な

い
私
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
「
折

り
鶴
の
会
」
の
少
年
少
女
た
ち
の

陳
情
書
だ
っ
た
』
と
、
自
伝
に
書

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
彼
を

原
爆
市
長
と
も
い
う
そ
う
だ
。 

 

以
来
、
広
島
は
反
核
・
平
和
、

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
で
象
徴
的

な
国
際
都
市
と
な
り
、
そ
し
て
、

今
年
五
月
に
、
世
界
の
ト
ッ
プ
が

集
ま
る
Ｇ
七
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
で

開
か
れ
た
。 

 

人
類
初
の
原
爆
被
災
の
聖
地
・

広
島
に
、
世
界
の
指
導
者
た
ち
が

集
ま
っ
て
の
Ｇ
七
の
宣
言
に
期
待

さ
れ
た
が
、
核
兵
器
廃
絶
に
は
言

及
せ
ず
、
逆
に
核
抑
止
力
の
必
要

性
を
認
め
る
こ
と
で
、
核
兵
器
の

保
有
の
正
当
性
を
ヒ
ロ
シ
マ
の
名

で
宣
言
し
て
し
ま
っ
た
。
広
島
選

出
の
岸
田
首
相
は
こ
の
Ｇ
七
を
成

果
だ
と
い
っ
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
広
島
平
和
記
念
公

園
と
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
、
パ
ー

ル
・
ハ
ー
バ
ー
国
立
記
念
公
園
が
、

今
年
の
六
月
二
九
日
に
姉
妹
公
園

の
協
定
を
結
ん
だ
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
松
井
・
広

島
市
長
は
「
人
類
は
戦
争
と
い
う

過
ち
を
犯
し
な
が
ら
も
、
理
性
を

も
っ
て
和
解
し
、
未
来
志
向
の
平

和
を
求
め
ら
れ
る
存
在
だ
」
と
語

る
。 

 

こ
の
協
定
は
ア
メ
リ
カ
の
求
め

か
ら
広
島
市
側
が
「
Ｇ
七
で
発
表

さ
れ
る
核
軍
縮
に
関
す
る
『
広
島

ビ
ジ
ョ
ン
』
の
機
運
醸
成
に
な
る
」

と
し
て
応
じ
た
と
い
う
。
広
島
市

と
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
が
和
解
す

る
と
い
う
先
の
太
平
洋
戦
争
の
相

互
加
害
・
被
害
と
怨
念
を
の
り
こ

え
る
政
治
劇
だ
が
、
聖
地
・
広
島

の
名
前
を
利
用
し
て
の
核
保
有
と

大
国
支
配
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思

う
。 

 

一
方
、
同
じ
く
原
爆
投
下
を
受

け
た
長
崎
で
は
、
浦
上
天
主
堂
が

廃
墟
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
建
ち
残

っ
た
。
一
九
五
五
年
こ
ろ
、「
長
崎

市
議
会
は
「
反
原
爆
」
の
象
徴
と

し
て
、
天
主
堂
を
保
存
し
よ
う
と

い
う
声
が
強
く
、
と
き
の
市
長
の

田
川
勇
も
同
様
の
方
針
だ
っ
た
。 

そ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
市
か
ら
、
長
崎
市
へ
友
好

姉
妹
都
市
締
結
の
要
請
が
く
る
。

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
八
月

に
田
川
市
長
は
訪
米
し
、
一
カ
月

の
長
期
滞
在
の
の
ち
帰
崎
し
、
天

主
堂
解
体
派
へ
と
転
じ
、
姉
妹
都

市
宣
言
も
一
九
五
五
年
十
二
月
七

日
に
締
結
さ
れ
た
。 

こ
の
目
的
と
背
景
は
明
白
で
あ

る
。
締
結
日
の
十
二
月
七
日
は
、

日
本
時
間
で
い
う
と
十
二
月
八
日

で
あ
る
。
こ
の
日
は
日
本
が
ハ
ワ

イ
の
真
珠
湾
（
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
）

の
軍
港
を
奇
襲
攻
撃
し
、
太
平
洋

戦
争
＝
日
米
戦
争
が
始
ま
っ
た
日

で
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
人
は
広
島
、
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
の
非
人
道
性
を
批
判

さ
れ
る
と
き
必
ず
、
こ
の
「
リ
メ

ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」
で

反
論
す
る
。
日
本
軍
に
よ
る
宣
戦

布
告
な
き
奇
襲
攻
撃
は
ア
メ
リ
カ

と
し
て
決
し
て
許
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
原
爆
投
下
へ
の
謝
罪
は
今

も
な
い
。 

 

と
も
あ
れ
、
こ
の
日
米
関
係
で

の
一
番
の
特
異
日
で
の
姉
妹
都
市

締
結
は
、
日
本
側
も
複
雑
な
思
い

だ
っ
た
ろ
う
が
、
長
崎
市
に
は
こ

の
間
の
経
過
の
十
分
な
記
録
が
な

い
そ
う
だ
。
理
由
は
不
明
だ
。 

 

こ
れ
は
推
測
だ
が
、
田
川
市
長

一
存
の
市
議
会
（
市
民
）
無
視
の

独
断
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
解
体
は
天
主
堂
再
建
を
願

う
教
会
信
者
の
希
望
と
、
再
建
に

多
額
の
費
用
を
ア
メ
リ
カ
の
団
体

が
援
助
す
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ

た
そ
う
だ
が
。 

 

こ
の
こ
ろ
西
日
本
新
聞
記
者
だ

っ
た
馬
場
周
一
郎
に
よ
る
と
、「
過

去
の
忌
ま
わ
し
い
日
に
ち
を
選
ん

で
の
友
好
姉
妹
都
市
の
締
結
は
、

ア
メ
リ
カ
は
真
珠
湾
攻
撃
に
こ
だ

わ
ら
な
い
、
長
崎
も
原
爆
と
い
う

過
去
の
出
来
事
は
忘
れ
て

『
未
来
志
向
』
で
い
こ
う
と

い
う
意
味
で
は
な
い
か
」
と

書
い
て
い
る
。
田
川
市
長
も

ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
、
そ
う

い
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。 

 

そ
し
て
い
ま
、
今
年
の
長

崎
市
長
選
挙
で
は
四
人
が
立
候
補

し
た
が
、
い
ち
ば
ん
最
後
に
手
を

挙
げ
て
、
田
上
前
市
長
の
後
継
者

と
し
て
の
推
薦
＝
当
選
手
形
を
も

ら
い
、
八
百
を
超
え
る
団
体
や
企

業
の
推
薦
を
受
け
、
さ
ら
に
は
名

誉
市
民
で
も
あ
る
元
市
長
の
田
川

勇
の
孫
と
い
う
抜
群
の
知
名
度
で
、

鈴
木
史
朗
（
前
九
州
運
輸
局
長
）

が
勝
利
し
た
が
、
圧
勝
だ
と
の
下

馬
評
に
反
し
て
の
辛
勝
だ
っ
た
。 

そ
の
鈴
木
の
祖
父
で
あ
る
田
川

市
長
の
突
然
の
変
身
に
よ
る
浦
上

天
主
堂
の
解
体
と
、
姉
妹
都
市
宣

言
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
パ
ー
ル
・

ハ
ー
バ
ー
を
忘
れ
、
日
本
が
原
爆

を
忘
れ
よ
う
と
い
う
、
意
志
確
認

と
な
り
、
そ
の
証
が
十
二
月
七
日

（
日
本
時
間
八
日
）
の
特
異
日
で

の
締
結
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の

ア
メ
リ
カ
と
長
崎
の
今(

＝
反
核

で
ア
メ
リ
カ
を
批
判
で
き
な
い
）

を
決
め
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

 

こ
う
し
た
経
過
は
被
爆
二
世
の

鈴
木
長
崎
市
長
と
は
無
関
係
な
が

ら
も
、
今
年
の
八
月
九
日
の
長
崎

原
爆
式
典
で
の
市
長
宣
言
が
注
目

さ
れ
る
。
先
週
、
こ
の
宣
言
の
中

身
が
固
ま
っ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

っ
た
が
、
核
兵
器
廃
絶
、
反
核
・

平
和
は
長
崎
市
民

と
し
て
も
譲
れ
な

い
。 

 

今
年
の
八
月
六

日
の
広
島
式
典
へ

は
過
去
最
高
の
一

二
〇
カ
国
の
参
加

が
あ
る
が
、
広
島
・
長
崎
で
開
く

平
和
式
典
は
、
原
爆
投
下
に
よ
る

被
爆
死
者
五
〇
万
人
の
慰
霊
に
と

ど
ま
ら
ず
、
被
爆
地
・
広
島
・
長

崎
を
二
度
と
作
ら
な
い
と
い
う
目

的
で
も
あ
る
。 

各
国
代
表
の
広
島
・
長
崎
訪
問

で
、
原
爆
投
下
と
核
保
有
の
免
罪

符
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
友
好

と
未
来
志
向
の
美
名
で
、
後
世
の

若
者
に
核
戦
争
の
危
機
を
残
し
て

は
な
ら
な
い
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 
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